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関
東
地
方
交
通
運
輸
産
業
労

働
組
合
協
議
会
（
関
東
交
運
）

は
10
月
23
日
に
田
町
交
通
ビ
ル

に
お
い
て
、
第
31
回
定
期
総
会

を
開
き
２
０
２
０
年
度
の
闘
う

方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。

交
運
労
協
は
、
鉄
軌
道
部
会
、

バ
ス
部
会
、
ハ
イ
・
タ
ク
部
会
、

物
流
部
会
、
航
空
・
観
光
部
会

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
通
す

る
課
題
に
つ
い
て
様
々
な
提
言

を
ま
と
め
、
国
や
自
治
体
に
対

す
る
要
請
や
、
市
民
に
対
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
行
動
な
ど
を
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
る
影

響
が
大
き
い
交
運
産
業
は
さ
ま

ざ
ま
な
状
況
を
ま
と
め
、
主
に

国
交
省
関
東
運
輸
局
に
要
請
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
防
災
対
策
、

防
犯
対
策
、
無
人
駅
問
題
、
ワ

ン
マ
ン
運
転
問
題
、
バ
リ
ヤ
フ

リ
ー
化
問
題
、
立
体
交
差
化
、

感
染
症
対
策
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

対
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
対
策
、
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

医
療
対
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
請
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

大
会
で
は
新
た
に
議
長
に
上

岡
一
幸
さ
ん
（
私
鉄
総
連
）
を

選
出
し
、
国
労
か
ら
は
引
き
続

き
、
副
議
長
に
東
日
本
本
部
・

大
沼
委
員
長
を
、
幹
事
に
は
伊

藤
書
記
長
が
選
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

国
労
東
日
本
本
部
は
、
10
月
の

定
期
大
会
で
年
末
一
時
金
闘
争
の

方
針
を
確
立
し
て
以
降
、
２
．
６
ヶ

月
＋
５
万
円
要
求
を
は
じ
め
、
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
発
行
に
よ
る
組
合

員
へ
の
周
知
と
合
わ
せ
、
会
社
へ

の
訴
え
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
方
本
部
・
地
区
本
部

か
ら
は
、
全
支
社
へ
の
要
請
行
動

も
取
り
組
み
、
減
収
減
益
の
異
常

事
態
の
中
で
も
、
私
た
ち
の
要
求

を
精
一
杯
訴
え
、
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

11
月
13
日
に
示
さ
れ
た
回
答
は

２
．
２
ヶ
月
と
、
社
員
の
生
活
実

態
か
ら
す
れ
ば
と
て
も
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
数
字
で
、
東
日
本
本
部

は
「
社
員
・
家
族
の
期
待
に
応
え

て
い
な
い
」
と
し
て
抗
議
し
一
旦

持
ち
帰
り
と
し
ま
し
た
。
東
日
本

本
部
は
、
当
初
「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
」

で
考
え
る
と
し
て
い
た
東
日
本
本

社
の
認
識
を
、
不
十
分
な
が
ら
押

し
上
げ
た
こ
と
、
他
労
組
先
行
妥

結
の
中
で
「
最
終
回
答
」
で
あ
る

こ
と
も
踏
ま
え
て
、
16
日
に
妥
結
・

整
理
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
と
の
交
渉
で
は
、
11

月
24
日
に
２
．
４
ヶ
月
＋
２
万
円

の
回
答
が
示
さ
れ
、
妥
結
し
ま
し

た
。Ｊ

Ｒ
貨
物
会
社
は
11
月
12
日

に
１
．
６
ヶ
月
を
回
答
。
席
上

国
労
本
部
は
、
「
社
員
に
犠
牲

を
転
嫁
す
る
も
の
で
、
極
め
て

不
満
」
と
重
ね
て
抗
議
し
、
一

旦
持
ち
帰
り
と
し
ま
し
た
。
本

部
は
直
ち
に
闘
争
指
示
を
発
し
、

全
国
の
職
場
か
ら
抗
議
行
動
を

展
開
し
、
組
合
員
の
生
活
を
考

慮
し
11
月
20
日
に
妥
結
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、関
東
運
輸
局
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
請
を
実
施

関
東
交
運
定
期
大
会
開
催

ＪＲ貨物１.６ヵ月 ＪＲ東２.２ヵ月 ＪＥＳＳ２.４ヵ月＋２万 ＣＴＳ２.５ヵ月＋１万

東
京
地
本
大
井
工
場
支
部
で

は
、
10
月
14
日
に
支
部
事
務
所

に
て
、
支
部
青
年
部
再
建
委
員

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

組
織
拡
大
が
今
ま
で
以
上
に

重
要
に
な
っ
て
い
る
中
、
こ
の

間
大
井
工
場
支
部
で
は
青
年
２

名
の
拡
大
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

支
部
執
行
委
員
会
や
分
会
長
会

議
等
で
支
部
青
年
部
再
建
に
向

け
た
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

支
部
青
年
部
再
建
委
員
会

に
は
支
部
役
員
・
分
会
代
表

者
、
国
労
本
部
・
木
村
青
年

部
長
（
東
日
本
青
年
部
書
記

長
兼
務
）
と
東
京
地
本
・
宮

下
青
年
部
長
が
参
加
し
、
全

体
の
参
加
者
で
支
部
青
年
部

の
再
建
を
確
認
し
ま
し
た
。

委
員
会
は
、
参
加
者
か
ら

の
青
年
に
対
す
る
質
問
や
意
見

交
換
を
行
っ
た
後
、
新
青
年
部

長
に
選
出
さ
れ
た
早
川
義
貴
さ

ん
か
ら
「
組
織
強
化
・
拡
大
の

取
り
組
み
に
全
力
を
挙
げ
、
多

く
の
青
年
を
国
労
に
迎
え
た
い
」

と
の
力
強
い
決
意
表
明
が
あ
り
、

早
川
青
年
部
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
再
建
委
員
会
は
成
功
裏

に
終
了
し
ま
し
た
。

東
京
・
大
井
工
場
支
部

支
部
青
年
部
を

大
沼
委
員
長
を
副
議
長
に
選
出

コロナ禍による逆風下、今こそ労働組合への結集を
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国
労
東
日
本
本
部
・
乗
務
員

勤
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
働
き

や
す
い
乗
務
員
勤
務
に
す
る
た

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

運
転
士
約
７
，
０
０
０
人
・

車
掌
約
５
，
０
０
０
人
の
乗
務

員
の
働
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
、
新
幹
線
の
路
線
拡
大
、

列
車
体
系
の
変
化(

夜
行
列
車
の

廃
止)

、
女
性
乗
務
員
の
拡
大
、

養
成
ス
タ
イ
ル(

駅

↓

車
掌

↓

運

転
士)

の
変
化(

試
験
制
度
の
廃

止)

、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

の
実
施
、
『
変
革
２
０
２
７
』

で
の
自
動
運
転
や
ワ
ン
マ
ン
運

転
の
拡
大
な
ど
と
、
勤
務
制
度

以
外
に
も
設
備
改
善
や
賃
金
・

手
当
改
善
、
さ
ら
に
は
安
全
運

行
に
関
す
る
要
求
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
間
、
乗
務
員
勤
務
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
特
に
乗
務
員
勤

務
制
度
の
改
善
を
求
め
て
「
Ｊ

Ｒ
東
日
本
乗
務
員
勤
務
Ｑ
＆
Ａ
」

の
発
行
や
申
１
号
「
乗
務
員
勤

務
」
で
の
団
体
交
渉
を
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

の
な
か
で
は
「
整
理
時
間
内
で

の
終
了
点
呼
実
施
の
確
認
」
や

「
休
日
出
勤
で
の
併
給
改
善
」

な
ど
に
つ
い
て
前
進
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
要

求
が
あ
る
な
か
で
「
乗
務
員
勤

務
改
善
ビ
ラ
」
を
作
成
し
て
、

職
場
で
の
話
題
づ
く
り
や
組
織

拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
き
ま
し
た
。
（
国
労
東
日

本
本
部
Ｈ
Ｐ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

「
宣
伝
物
」
を
参
照
）

勤
務
制
度
以
外
に
つ
い
て
の

要
求
改
善
も
め
ざ
し
て
、
働
き

や
す
さ
と
安
全
運
行
に
関
す
る

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

10
月
26
日
に
「
い
の
ち
を
ま

も
れ
！
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有

反
対
！
学
術
会
議
の
任
命
拒
否

撤
回
！
改
憲
反
対
！
共
謀
罪
廃

止
！
総
選
挙
勝
利
！
10
・
26
臨

時
国
会
開
会
日
行
動
」
が
議
員

会
館
前
で
行
わ
れ
、
緊
急
集
会

な
が
ら
、
４
０
０
人
を
超
え
る

市
民
・
労
働
者
が
結
集
し
、
国

労
か
ら
も
多
く
の
組
合
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

こ
の
集
会
の
中
で
沖
縄
の
風
・

伊
波
洋
一
参
議
院
議
員
は
「
安

倍
政
権
は
、
国
民
の
公
約
は
実

現
せ
ず
、
ア
メ
リ
カ

の
要
求
を
実
現
す
る

７
年
８
ヶ
月
だ
っ
た
。

日
本
が
ア
メ
リ
カ
の

盾
に
な
る
。
こ
の
人

た
ち
は
、
日
本
が
戦

争
を
す
る
覚
悟
が
あ

る
の
か
。
日
本
が
戦

場
に
な
る
覚
悟
が
あ

る
の
か
。
私
た
ち
は

平
和
を
守
る
覚
悟
を

示
し
て
い
る
」
な
ど

の
訴
え
を
行
い
ま
し

た
。続

い
て
、
社
民
党
・

福
島
瑞
穂
議
員
、
日

本
共
産
党
・
田
村
智

子
議
員
、
立
憲
民
主
党
・
近
藤

昭
一
議
員
・
岸
ま
き
こ
議
員
が

交
代
で
訴
え
を
行
い
、
共
闘
の

仲
間
か
ら
も
多
く
の
連
帯
あ
い

さ
つ
が
続
き
ま
し
た
。

11
月
３
日
に
は
、
憲
法
公
布

の
日
に
ち
な
み
、
国
会
正
門
前

で
「
平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！

11
・
３
大
行
動
」
が
行
わ
れ
、

３
，
０
０
０
人
の
市
民
・
労
働

者
が
結
集
し
、
国
労
か
ら
も
憲

法
を
守
る
取
り
組
み
に
多
く
の

仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
高
田
健
・

共
同
代
表
は
「
立
憲
野
党
と
市

民
の
共
闘
で
、
戦
争
法
に
反
対

し
て
安
倍
政
権
を
倒
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
が
果
た
し
た
改
憲
阻

止
は
『
憲
法
改
正
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
断
腸
の
思
い
』
と
安

倍
首
相
に
言
わ
せ
ま
し
た
。
菅

首
相
は
安
倍
以
上
の
醜
い
政
治

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
」

な
ど
の
訴
え
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
社
民
党
、
沖
縄
の
風
、

立
憲
民
主
党
、
日
本
共
産
党
の

議
員
か
ら
も
訴
え
が
続
き
ま
し

た
。11

月
19
日
に
は
、
60
回
目
の

19
日
行
動
と
し
て
「
い
の
ち
を

守
れ
！
学
術
会
議
の
任
命
拒
否

撤
回
！
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有

反
対
！
改
憲
反
対
！
11
・
19
議

員
会
館
前
行
動
」
が
行
わ
れ
、

約
１
，
０
０
０
人
の
市
民
・
労

働
者
が
結
集
し
、
国
労
か
ら
も

多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し

た
。こ

の
集
会
の
中
で
、
全
国
で

緊
急
に
取
り
組
ま
れ
た
「
改
憲

発
議
に
反
対
す
る
全
国
緊
急
署

名
」
79
万
筆
が
野
党
国
会
議
員

に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

各
野
党
の
国

会
議
員
か
ら
の

訴
え
の
後
に
、

市
民
か
ら
の
報

告
と
し
て
、
オ

ス
プ
レ
イ
い
ら

な
い
・
習
志
野

八
千
代
船
橋
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
金

光
り
え
さ
ん
か

ら
「
千
葉
で
は

木
更
津
基
地
に

米
軍
・
自
衛
隊

の
オ
ス
プ
レ
イ

の
整
備
基
地
が

設
置
さ
れ
た
。

現
在
の
整
備
能

力
で
は
３
～
４

機
し
か
運
用
で
き
な
い
。
米
軍

は
こ
れ
を
増
や
せ
と
言
っ
て
き

て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
増
え
る
オ

ス
プ
レ
イ
が
東
京
湾
を
飛
び
回

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
自
衛

隊
の
演
習
場
で
最
も
小
さ
い
習

志
野
演
習
場
で
訓
練
が
予
定
さ

れ
て
い
る
」
と
状
況
が
語
ら
れ
、

草
の
根
か
ら
反
対
を
訴
え
て
い

く
決
意
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

安
倍
政
権
が
菅
政
権
に
代
わ
っ
て
も
「
戦

争
の
で
き
る
国
づ
く
り
」
で
あ
る
こ
と
が
は
っ

き
り
し
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
憲
法

改
悪
阻
止
、
反
原
発
、
戦
争
法
反
対
、
共
謀

罪
廃
止
な
ど
の
取
り
組
み
に
、
国
労
東
日
本

本
部
も
積
極
的
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

改
憲
反
対
・戦
争
反
対
の
取
り
組
み
続
く

乗
務
員
勤
務

を
目
指
し
て

東
日
本
本
部
乗
務
員
勤
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト


